
［県主小］学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 Ｒ６年度活動報告シート 作成者名【渡辺 達也】

４ めざす子ども像の実現に向けた地域学校協働活動のアイディア

〇夢をもち，目標に向かってやり抜く子 〇ひととのつながりを大切にする子 〇県主を愛し，貢献する子
・地域像：夢を語り，ともに行動する地域の人 挨拶をきっかけに，気軽に話せる地域の人 県主の良さを伝えることができる地域の人
・学校像：教師自身も夢や目標をもち，子供に夢や目標をもたせる教職員 挨拶と会話を大切にし，子供のコミュニケーション能力を高める教職員

地域の良さや魅力を学ばせる教職員
・家庭像：子供の自主性を応援し，一生懸命にやり抜く姿を見せて一緒に楽しむ親 親が挨拶などで手本となって，人と人との交流を大切にし，地

域の行事に参加する親 普段から県主の良さを語り，地域の行事に連れて行ったり協力したりしようとする親

１ 運営協議会の開催状況 ※ひとづくりネットワークと共催ではなく単独で開催した学校運営協議会についても記載

☜１

☜４

回数
月日
（曜）

参加者数
議事内容（テーマ・話題） 会の持ち方の工夫、成果・課題 等

第１回 5/21
(火)

２１名 役員選出，令和５年度事業報告・決算報
告

学校運営協議会と同日開催

第２回 ７/１1
（木）

２３名 令和６年度役員年間計画，情報交換 熟議を受けての取組の方向性を話し合った。各団体の「あがタウン子育
て」の取組への情報交換

7／26
（金）

１０名 熟議を受けての協議 学校運営協議会として開催 熟議を受けての学校課題の解決への協議

10／23
（水）

１０名 「あがタウン子育て」構想の説明と協議 学校運営協議会として開催 「あがタウン子育て」の日の制定とCSアン
ケートの導入について協議

2／13
（木）

１６名 今後の「県主小コミュニティ・スクー
ル」の方向性

学校運営協議会として開催 県教育委員会 安田先生をファシリテーター
として招いて，CSポートフォリオの結果をもとに熟議

第３回 2／20
（木）

２３名 各団体の取組と来年度の方向性について 各団体の活動を子供の企画段階からの参画になっているかなど，確認した
うえで，それぞれの取組の情報交換を行った

3/5
（水）

１２名 学校経営方針について 地域の大人との
つながりづくりや子供の参画について

学校運営協議会として開催

２ 懇談会の開催状況

回数
月日
（曜）

参加者数
［主な所属（内訳）］

議事内容（テーマ・話題） 会の持ち方の工夫、成果・課題 等

第１回 6／20
（木）

３１名［地域11名，保護
者11名，教員９名］

拡大学校運営協議会
子供の未来を考えるワークショップ

岡山大学 学術研究院 教育学域 熊谷愼之輔 教授
岡山県教育委員会 地域学校協働活動アドバイザー 安田隆
人先生，両名に来ていただき，講義とワークショップを行っ
た。

３ めざす子ども像（地域像、学校像、家庭像等）

◎地域の大人とのつながりづくり（アサガク防犯教室，ロング昼休み）
◎地域を愛しを高める教育課程の編成（地域のフィールドワーク）
◎児童の思い実現事業（あがた未来プロジェクト）

☜２

☜３

５ 地域学校協働活動の実施に係る主な連携及び支援団体

まちづくり協議会，社会福祉協議会，自治会，青少年を育てる会，
PTA，鳥羽踊り保存会，公民館，消防団，楽寿会，アーラブ，ミモザ，
きのこ荘，資源保全協議会，民生委員

☜５



R６年度【県主小】学校区ひとづくりネットワーク運営協議会 地域学校協働活動の実際 担当【渡辺 達也】 ☜地域学校協働活動の実際

☜成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

★その他、学校だより、学年だより、ボランティアだより等を作成し、活動を周知している

◆めざす子ども像（地域像、学校像、家庭像等）

◆活動の様子

9/2(月) デニムワークショップ
３・４年生小野はなこさん

6/20(木)熟議地域・保護者・職員
熊谷愼之輔先生・安田隆人先生

６-12月第1土曜日学習補助児童８
名地域ボランティア４名

６月(３・４年) １１月(５・６年)
放課後学習地域ボランティア

2/4(火)親育ちプログラム
新入生保護者

通年第２木曜日全校読み聞かせ
読み聞かせボランティア

通年 2年生野菜作り，野菜の販売，
カレーパーティー，ボランティア

9/12(木)教育講演会(青少年・保護者・
地域)講師：藤井美江先生

6/23(日) 田植え 1-6年保護者ひとづくり
9/14(土)青田刈り 6年保護者ひとづくり
12/8(日) しめ飾り集会 1-6年保護者ひとづくり
1/13(月)とんど集会 1-6年保護者ひとづくり

〇夢をもち，目標に向かってやり抜く子 〇ひととのつながりを大切にする子 〇県主を愛し，貢献する子
・地域像：夢を語り，ともに行動する地域の人 挨拶をきっかけに，気軽に話せる地域の人 県主の良さを伝えることができる地域の人
・学校像：教師自身も夢や目標をもち，子供に夢や目標をもたせる教職員 挨拶と会話を大切にし，子供のコミュニケーション能力を高める教職員

地域の良さや魅力を学ばせる教職員
・家庭像：子供の自主性を応援し，一生懸命にやり抜く姿を見せて一緒に楽しむ親 親が挨拶などで手本となって，人と人との交流を大切にし，地

域の行事に参加する親 普段から県主の良さを語り，地域の行事に連れて行ったり協力したりしようとする親



☜地域学校協働活動の実際

☜成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

★その他、学校だより、学年だより、ボランティアだより等を作成し、活動を周知している

◆活動の様子

1/17.24 ミシン学習５・６年生
地域ボランティア

2/12(水)昔遊び交流会１年生
地域ボランティア

1/21(火) 感謝の会全校
お世話になった地域ボランティア

5/31(金)プール掃除 5月,11月校内清
掃 保護者・地域ボランティア

9月,12月花いっぱい運動
保護者・地域ボランティア

5/22(水)交通安全教室 全校
見守り隊

1/21(火)ロング昼休み(長縄) 全校
保護者・地域ボランティア

あがた未来プロジェクト
未来会議7月,9月,12月,1月
点灯式12/16(月)
保護者・中学生・地域各団体

◆成果（○）・課題（△）・来年度に向けて（☆）

○地域・保護者・学校で「あがタウン子育て」の推進を行うことができた。特に「あがた未来プロジェクト」では，子供が企画段階から参画することで，県主を愛する子供の育成につなげる
ことができた。

△地域の大人とのつながりの場が少ない。保護者の地域の行事や活動に参加する数が少ない。地域の大人とのつながりが少ない。まだまだ，子供が参画する活動が少ない。
☆ひとづくりネットワークを核として，保護者が地域の行事に参加する意識を高める取組を増やしたり，今年度の課題を解決できるように子供の参画できる活動を計画したりすることから
次の一手を具現化していきたい。




